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企業版ふるさと納税

▲寄附金を贈呈された株式会社佐藤の佐藤代表取締役（左）

　５月９日（火）役場で感謝状贈呈式が行われました。
　これは行政相談委員を令和５年３月３１日付で退任された鬼塚
和子さん（田浦町１）へ総務省から贈呈されたものです。
　当日は、総務省熊本行政評価事務所職員、関係者らが出席する
なか、同事務所中村隆一所長から鬼塚さんへ感謝状と記念品が
贈呈されました。
　鬼塚さんは「平成17 年4 月から18 年間、行政相談委員として
活動させていただきました。みなさんのご協力のおかげで、相談
もスムーズかつ安心して受けることができました」と挨拶。
　中村所長は「18 年もの長きに渡り、相談委員として活動いた
だき感謝いたします。多くの相談を親切かつ丁寧に対応いただい
たことに重ねて感謝いたします」と述べました。
　なお、鬼塚さんの後任として瀬口秀子さん（箙瀬）が新たに行
政相談委員として活動されています。

長きにわたる活動に感謝状

▲ 左から、中村所長、瀬口委員、鬼塚さん、山口委員、竹﨑町長

　４月２５日（火）役場で寄附金の贈呈式がありました。
　寄附金を贈呈されたのは、湯浦出身で球磨郡錦町で土砂処分
業など行っている、株式会社佐藤 代表取締役の佐藤征勝さんで
す。佐藤さんは「１年に１度町長のお顔を拝見すると、頑張ろうと
いう気持ちになります。今回の寄附が、また来年、寄附をする励み
となります」と挨拶。竹﨑町長は「令和３、４年度に引き続きご寄附
いただきありがとうございます。故郷を思っていただく強い思い
に感銘を受けています。本町の発展のため、しっかりと使わせてい
ただきます」と謝辞を述べました。
　佐藤さんからは、令和3、4 年度にも同様の寄附金の贈呈があっ
ており、今回で３度目となります。

　４月２５日（火）役場で芦北親善大使任命式がありました。　
　任命されたのは、県内はもとより、全国、海外で活動している「葦北
鉄砲隊」です。任命式には同隊の平江大八隊長と２名の隊員が出席。
竹﨑町長から平江隊長へ任命書が手渡されました。
　任命書を受け取った平江隊長は「身の引き締まる思いです。鉄砲
隊も１０月で２０周年を迎えます。人に例えるとやっと成人を迎えた
ことになります。皆に誇れる鉄砲隊として、さらに成長し、芦北町を
内外へ紹介し、隊員一同頑張っていきたい」と抱負を述べました。 
　竹﨑町長は「県内外問わず文化の振興のために取組んでいた
だき、芦北町の代名詞として活躍していただいていることに感謝
いたします。令和2 年7 月災害から3 年。災害から立ち上がる姿を
内外にさらにアピールしてもらえればありがたい」と述べました。

あしきた親善大使任命式

▲７期目のあしきた親善大使に任命された「葦北鉄砲隊」のみなさん

　　災害時の支援にご協力を!! 登録事業者を募集します！！

　芦北町災害時協力事業所登録制度
　芦北町では、令和５年４月１日から「災害時協力事業所登録制度」の運用を始めました。
　これは、災害などが発生または発生する恐れがある場合、事業所が保有する資源を地域の重要な防
災力ととらえ、町、事業所及び地域が連携した防災体制の強化を図り、災害に強いまちづくりを推進す
るものです。有事には事業所自らの判断で、業務に支障のない範囲で活動をお願いするものです。

　芦北町内の事業者のみなさま　　

ご協力をお願いすること
項　目 内　容

人的援助 初期消火・負傷者の救出、救護・障害物除去などの労務の提供
物品援助 食料品・飲料水・衣類・日用品の提供など

避難所などの提供 一時避難所となる施設の提供、仮設トイレの提供など
資機材などの支援 建設重機・車両等の提供、発電機の提供など

【経費の負担】
　自主的な活動を期待するものなので、事業者様にて負担をお願いします。

【登録事業所名の公表】 
　名称、所在地、電話番号、活動内容などを町ホームページ、広報紙でお知らせします。

【登録証の掲示】
　「登録証」を交付しますので、事務所施設のわかりやすい場所に掲示をお願いします。

お問い合わせ先　芦北町役場総務課危機管理防災室　（内線211）
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▲東海カーボン田ノ浦工場瀧澤工場長（左）と竹﨑町長（右）
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◦
②平沢

◦
①合戦場

◦
③切通

◦④井出尾
◦

⑤野添１

◦
◦

◦◦
⑳黒岩

◦
⑱湯治

⑲平生

◦
⑰百段畝町

◦
⑯岩本 ◦

⑮菅無田

◦
⑭前平１◦
⑬前平２

◦
⑪大久保◦

⑩浦田◦⑨要◦
⑥浦平

⑧天神平◦

㉖柏木谷◦

㉕岩下◦

㉓南迫１・２◦

㉔南迫３
◦

㉒市超◦

㉑上ノ平◦

田浦地区

湯浦地区

芦北地区

吉尾地区
大野地区

令和２年７月豪雨からの復興
　令和２年７月豪雨は、家屋などの浸水害のほかにも、町の面積の約８０パーセントを占める山林などにも多大な被害をもたらしました。
　復興事業は町単独で行うもののほか、緊急性があると認められるものについては、国（林野庁）が実施する「直轄事業」でスピーディーに工事が進められました。
　施設災害復旧を含む５地区３０箇所の工事が完了し、みなさんが安全で安心して暮らせる芦北町へまた1 歩前進しました。　（令和5 年３月末時点）

⑦西

⑫野添

 ① 合戦場

 ② 平沢  ③ 切通（施設災害含む）

  ⑤ 野添１ ④ 井出尾

 ⑱ 湯治（施設災害）

 ⑲ 平生  ⑳ 黒岩（施設災害含む）

 ㉑ 上ノ平

 ㉖ 柏木谷  ㉕ ㉕ 岩下岩下 ㉔ 南迫３ ㉓ 南迫１・２（施設災害含む）

 ㉒ 市越

 ⑰百段畝町

 ⑮菅無田  ⑯岩本

 ⑥ 浦平

 ⑦ 西  ⑧天神平

 ⑩ 浦田（施設災害含む） ⑨ 要

  ⑫ 野添 ⑪大久保

 ⑭ 前平１ ⑬ 前平２
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　４月 23 日に湯浦諏訪神社例大祭が行われ、
子ども神輿や餅投げ、舞踊やひょっとこ踊り、
太鼓の演奏などが祭りを盛り上げました。
　今年の例大祭は、晴天に恵まれ日曜日に行
われたこともあり、子どもから大人までたく
さんの人で賑わいました。また、新型コロナ
ウイルス感染症拡大により、見合わされてい
た出店もあり、来た人たちは久しぶりのお祭
りの雰囲気を楽しんでいるようでした。

湯
浦
諏
訪
神
社
例
大
祭

湯
浦
諏
訪
神
社
例
大
祭

佐
敷
諏
訪
神
社
例
大
祭

佐
敷
諏
訪
神
社
例
大
祭
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  芦北町出身力士「大翔成」による奉納相撲

 芦北町出身力士「大海」による奉納相撲
　赤ちゃんの成長と無病息災を願う
　「赤ちゃん土俵入り」

  白熱した小学生力士の取り組み   多くの人出で賑わう出店

新清苑での御旅所巡り（相撲甚句会による甚句披露）

氏子総代による紅白の餅投げ   会場を盛り上げた「ひょっとこ笑福会」  

力強い演奏を披露した湯の香太鼓 地区の子どもによる神輿巡行
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海外協力隊  芦北町で派遣前訓練

　4 月 15（土）16 日（日）に田浦の地域活性化センター
で「エビネ蘭・山野草」の展示会（文化協会加盟団体・
田浦山草好友会）がありました。今回で 40 回目の開催
となった展示会では、会員 5 名が丹精込めて大切に育
てた作品（エビネ蘭 70 鉢、山野草 90 鉢）が出展され
ました。同会会長の川内誠志さん（田浦町 3）は「昨夏
の暑さでエビネ蘭は茎の伸びが悪かったが、花のつきは
例年と変わらず美しい姿を見せてくれた」と話しました。
　エビネ蘭のほかにもサクラソウなども出展されてお
り、来場した見学者の目を楽しませていました。

丹 精こめた   エビネ蘭・山野草展示会

▲ さ まざまな色をつけたエビネ蘭などが出展された展示会

まちまちののわだいわだい

▲ 芦北町で研修を行う JICAの実習生と竹﨑町長

　JICA（独立行政法人国際協力機構）の海外協力隊と
して海外に派遣を予定している 3 名の実習生が、派遣
前訓練として 4 月 11 日〜 6 月 22 日までの期間、芦北
町で活動することとなりました。
　活動を前に竹﨑町長を表敬訪問した実習生は「芦北町
での活動を楽しみにしています。地域の人と生活や活動
する中で、一緒になって色んなことに取り組みたい」と
抱負を述べました。

　5 月 11 日（木）春の全国交通安全運動出発式が芦北
警察署でありました。式には署員や交通指導員ら約 60
人が参加。上田幸男芦北警察署長が「新生活を迎えるさ
まざまな世代が交通社会に参画することから、交通事故
防止を広く町民へ呼びかけ、各種対策に取り組んでいき
ます」と挨拶。その後、交通機動隊の白バイ2台を先頭に、
パトカーなど 6 台が町内各所へパトロールに出発しま
した。

安 全を 誓う 春の全国交通安全運動

優しさと思いやりを 人権の花運動

▲ 参加した内野小児童・職員・関係者のみなさん

　5 月 11 日（木）内野小学校で「花の種子等の伝達式」
がありました。これは、学校に配布した花の種子を子ど
もたちが協力し育てることによって、生命の尊さを実感
し、その中で豊かな心を育み優しさと思いやりの心を体
得することを目的として実施するものです。
　児童らは「友だちのことをよく知り、やさしい言葉を
つかい、友だちを大切にします」など、各学年ごとに考
えた人権宣言を発表しました。

▲ 町内各所へパトロールに出発する警察車両など

　大野地区活性化担当の大町です。
　今回は私自身のある１日を紹介します。

【土曜日】　キャンプ場の草刈り・整備、
　　　　　自分の田んぼの農作業、ＢＢＱ

【平 日】
  6：00　預かっているワンちゃんの散歩
  7：00　朝ごはん（自分が作ったお米で納豆ご飯）
  8：00　宿泊しているキャンプ場のお客様にご挨拶
  8：30　大野地区の田畑で農作業( 米・玉ねぎなど)
11：00　キャンプ場のお客様のご案内
12：00　昼ごはん
13：00　農作業の続き
　　　　地域の人との立ち話多々あり( 冗談が多い 笑)
18：00　預かっているワンちゃんの散歩
19：00　晩ごはん（いただいた地域の食材を使った料理）
　　　　　　　　　※玉ねぎ・白菜・椎茸・鹿肉など

大町の日常はいかがでしたでしょうか？日々面白いことがあり楽しく過ごしています。

【日曜日】　大野温泉さんの農業体験イベントのスタッフ、芦 
　　　　　北町のイベント、地域の区役などに参加していま 
　　　　　す。何もない時は家の掃除をし、時々大野小学校 
　　　　　の子どもが遊びに来てくれて一緒に小学校の校 
　　　　　庭で遊んでいます。

▲キャンプ場で大野小の子どもたちとBBQ

ゴールデンウィーク

新型コロナウイルス感染症の影響で、４年ぶりに制限のないGWを迎えた芦北町。
町内各所に、この日を待ちわびていたかのように多くの人が集まり、コロナ禍前と
変わらない活気を取り戻していました!

▲ 御立岬キャンプ場

▲ 道の駅たのうら

▲ 鶴ヶ浜海水浴場

▲ 芦北海浜総合公園

2023．5 8広報あしきた

SNS で情報発信中
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芦北町いきいき活動表彰

　今年も、九州の各消防本部が一斉に住宅用火災警報器の普及啓発
キャンペーンを実施しています。
　すべての住宅に住宅用火災警報器の設置が義務付けられた平成
23 年 6 月 1 日から今年で 12 年が経過します。
　住宅用火災警報器は、古くなると電子部品の寿命や電池切れなど
で火災を検知しなくなることがあります。
　ぜひ、この機会にご自宅の住宅用火災警報器をご確認ください。

まだ住宅用火災警報器を設置されていない方へ

住宅用火災警報器普及啓発キャンペーン

　火災が発生した場合に備えて、早い段階で火災を発見し速やかに
避難するため、寝室や階段などに設置しましょう。

学校給食費 学校給食費 無償化 無償化 給給付金交付申請付金交付申請を開始しますを開始します

【注意事項】【注意事項】
◦町外の小中学校で給食の提供があった場合、◦町外の小中学校で給食の提供があった場合、
　実績報告（領収書）が必要です。　実績報告（領収書）が必要です。
◦本町の学校給食費に相当する額を上限とし、◦本町の学校給食費に相当する額を上限とし、
　実費の額を支給します。　実費の額を支給します。
◦学食、弁当など給食以外の場合、本町の学校 ◦学食、弁当など給食以外の場合、本町の学校 
　給食費に相当する額を一律支給します。　給食費に相当する額を一律支給します。
◦町内の小中学校へ就学している児童生徒は　◦町内の小中学校へ就学している児童生徒は　
　手続き不要です。　手続き不要です。

お問い合わせ　芦北町教育委員会教育課　☎ 87-1171

　マイナンバーカード
　　代理で受け取れる対象者が追加されました

　マイナンバーカードの受け取りについて、以下の対象となる人は、本人確認書類（顔写真付きのものが
１点以上）に加え、来庁困難を証明する書類の提示があれば、代理人による受け取りが可能です。

対象となる人 来庁困難を証明する書類

中学生・小学生（未就学児） ◦本人確認書類（保険証及び子ども医療費受給者証の組み合わせなど）

７５歳以上の高齢者 ◦本人確認書類及び委任状に外出困難である旨の記載が必要

長期入院している人 ◦入院診療計画書または領収書診療明細書 など

身体以外の障がいのある人 ◦障害福祉サービス受給者証、自立支援医療受給者証

要介護・要支援認定者 ◦介護保険被保険者証、認定結果通知書

妊娠している人 ◦母子健康手帳
◦妊娠検診を受診したことが確認できる領収書または受診券

海外に留学している人 ◦査証（ビザ）のコピー
◦留学先の学生証のコピー

高校生・高専生 ◦学生証または在学証明書

※本人確認書類には、顔写真付きのものが１点以上必要です。（代理人も同様） 詳しいことについては、町HP をご覧になるか下記まで
   お問い合わせください。

お問い合わせ　住民生活課総合窓口係（☎ 内線143・144）

J アラートの試験放送を行います
　地震・津波や武力攻撃などの災害時に備え、防災行政無線を使用した情報伝達試験を行います。
　当日は防災行政無線から試験放送が流れます。

● 日　　時　令和５年６月７日（水）　午前１１時ごろ

● 放送内容　「 これはＪアラートのテストです」×3 回  
※ J アラート：地震や津波、武力攻撃などの緊急情報を国から瞬時に伝えるシステム

お問い合わせ　芦北消防署（☎82-4731）

楽しく介護予防

　芦北町では、６５歳以上の人を対象に、楽しく活動し介護予防につながる取り組みを実施している団体を表彰してい
ます。今回は、令和４年度中に毎月定期的な取り組みを住民主体で行った団体を対象に募集を行い、４団体を表彰しま

した。どの活動も、将来の「長寿で輝くあしきた」につながっています。

　参加回数や年１回の町の健診を受けると介護予防ポイントが付与され、100 ポイント以上取得したメンバーの数に
応じて、奨励金が授与されます。　
　あなたも近所で開催される活動に参加したり、グループをつくったりしてみませんか!
　芦北町地域包括支援センターでは「いきいき百歳体操いきいき百歳体操」をすすめています。

　「どんなものかな〜」「やってみたい！」と思ったら、お気軽に下記までお問い合わせください。

　思い立ったが吉日ですよ！　次号で活動の様子をご紹介します！

お問い合わせ　福祉課介護高齢者福祉係（☎内線155）　芦北町地域包括支援センター（☎86-2270）

お問い合わせ　総務課危機管理防災室（☎ 内線211）

町外の小中学校へ就学するお子さまの保護者の方へ

　　本町では、学校給食費完全無償化に伴い、 本町では、学校給食費完全無償化に伴い、 
町外の小中学校へ就学する児童生徒に給食費町外の小中学校へ就学する児童生徒に給食費
を交付します。町ホームページから様式をダウンを交付します。町ホームページから様式をダウン
ロード、必要事項を入力し芦北町教育委員会までロード、必要事項を入力し芦北町教育委員会まで
提出ください（郵送可）。提出ください（郵送可）。
　なお、申請書は教育委員会でも配布しています。　なお、申請書は教育委員会でも配布しています。

　申請書提出期限　令和５年６月３０日（金）令和５年６月３０日（金）

湯 北 ほ の ぼ の 会

諏訪ふれあいサロンなかよし会 趣 味 の 会

大 尼 田 行 政 区
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子育て支援センター  （６月の行事）

図書館図書館
  新着図書紹介  新着図書紹介

おすすめの新着図書おすすめの新着図書 著　者著　者 出版社出版社
名探偵外来 似鳥　鶏 光文社

答えは市役所 3 階に 辻堂　ゆめ 光文社

好きになってしまいました。 三浦 しをん 大和書房

JK、インドで常識ぶっ壊される 熊谷 はるか 河出書房新社

一気にわかる！池上彰の世界情勢 池上　彰 毎日新聞出版

施設長たいへんです、すぐ来てください！ 柴谷　匡哉 飛鳥新社

よのなかの攻略法 西村　博之 小学館

お菓子はすごい！ 柴田書店編 柴田書店

あずきのあんちゃんずんちゃんきんちゃん とみなが まい 福音館書店

あしたの動物園 野坂　悦子 玉川大学出版部

 図解 はじめての絵画

　「モナ・リザ」に描かれた女性の表情がどこと
なくあいまいに見えるのはなぜだろう。古今東
西の名画約360 点が掲載された子ども向けの
図鑑です。が、大人にとっても名画の鑑賞ガイド
としておすすめです。
　明快な解説で作品の魅力を再発見できるこ
と間違いなし。名画の鑑賞法だけでなく、絵の
具・カンヴァスといった各画材、美術館や展覧会
の舞台裏なども覗くことができます。

青柳 正規／監修　小学館

ー 図鑑売上げNo. 1 の新シリーズ ー
図書館司書おすすめの本

絵本の読み聞かせ絵本の読み聞かせ
開催日　第２日曜日
時　間　① 11：00　② 15：00
場　所　子どもの広場

　火・木・金　 10：00 〜 18：00
　水　　　　  10：00 〜 20：00
　土・日・祝　  9：00 〜  17：00

利用時間（月曜休館）利用時間（月曜休館）

　
一般図書
児童書
絵本
合計
蔵書総数

106 冊
32 冊
17 冊

155 冊
58,558 冊

新着図書数新着図書数　　月分月分

今月の特集展示今月の特集展示

　• 家族にありがとう（母・父の日）
　• 歯と口の健康週間
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  ６日（火）森のおはなし会（読み聞かせ）

１４日（水）①虫よけアロマスプレー作り体験 
１６日（金）②リラックスヨガ
１９日（月）③ベビーマッサージ
２２日（木）④いただきます（ランチ）
２８日（水）⑤身体測定・お誕生会
 ※①〜⑤は要予約　①材料費 500 円

《田浦保育園》

利用時間  毎週 月曜日〜金曜日
　           9：00 〜 12：00/13：00 〜 15：00
＊問い合わせ先　☎（87）0034

《あしきた・まちのこども園》
　６日（火） 歯についてのお話を聞こう
１２日（月）〜１６日（金）
　　　　　 父の日のプレゼント作り
２３日（金） 身体測定・お誕生会
２８日（水） 図書館へ行こう

◦ 子 育 て 支 援 セ ン タ ー は 未 就 園 児 と 保 護 者 な ら 誰 で も 利 用 で き ま す。（一 時 保 育 も 行 っ て い ま す）
　 　 　 　 ◦ 子 育 て 仲 間 づ く り や 情 報 交 換 に お 気 軽 に ご 利 用 く だ さ い。

利用時間  毎週 月曜日〜金曜日
　           9：30 〜 12：30/14：30 〜 16：30
＊申し込み・問い合わせ先　☎（82）3044

児童館からのお知らせ（６月の行事）

「あじさいの花スタンプを作ろう！」
▶︎日時　６月３日（土）13：30 〜 15：30
▶︎内容　ペットボトルのふたなどで、あじさいの
             スタンプを作ります。

　利用時間　毎週 火曜日〜日曜日 
               　10：00 〜１８：00
＊問い合わせ先　芦北児童館　☎（82）3036

「災害（水害）について、知識を深めよう！」
▶︎日時　６月４日（日）13：30 〜 15：30
▶︎内容　DVD を観て、災害時の避難場所や避難
　　　　 方法を学びます。

　利用時間　毎週 火曜日〜日曜日 
             　  10：00 〜１８：00
＊問い合わせ先　湯浦児童館　☎（86）0074

芦北町・八代市・氷川町
定住自立圏連携イベント情報

八代市

芦北町・水俣市・津奈木町
広域連携イベント情報

２級河川「氷川」アユ釣り解禁

　美味しいお茶や八代の特産品のゆずを使った加工品
の販売や品評会などが行われます。その他にも、毎回
大人気のヤマメの塩焼きの販売や多彩なステージイベ
ントもあります。皆さんも是非この機会にお越しくだ
さい。
▶日時　 6 月 4 日（日）9 時 30 分〜 15 時 30 分
▶場所　泉運動広場（泉町下岳）
▶問い合わせ　平家いずみお茶まつり実行委員会
　　　　　　　（泉支所地域振興課内）
　　　　　　　☎ 0965(67)2730　

氷川町 水俣市 第 68 回　恋 龍 祭
　昨年同様、恋龍祭・港フェスティバル・物産展との
同時開催となります！美味しいものや面白い体験・展
示のある物産展も行われます。
▶日時　5 月 27 日 ( 土 )、28 日 ( 日 )
▶場所　エコパーク水俣　潮騒の広場
▶問い合わせ
　恋龍祭実行委員会 / みなまた物産展実行委員会　　
　　　　　　　　　　　　　　　　  ☎ 63-2128　　
　水俣花火大会実行委員会　　　  　☎ 63-2079

　６月１日から２級河川「氷川」のアユ釣りが解禁さ
れます。釣りをするには、事前に遊漁券の購入が必要
です。詳しくは下記までお問い合わせください。
▶遊魚券　・年券：4,000 円　日券：1,000 円
▶販売所　八代管内９か所
▶問い合わせ
　氷川漁業協同組合　☎ 0965(62)8020　　

津奈木町
　岐阜県出身の大平由香理は、2020 年 6 月に地域お
こし協力隊として津奈木町に移住。3 年間の成果を展
示する成果展が開催中です。
▶期　　間　～7 月17 日 ( 月 )
▶場　　所　つなぎ美術館　（葦北郡津奈木町大字岩城 494）

▶公開制作　〜 6 月 25 日 ( 毎週日曜日など )

　　　

津奈木町地域おこし協力隊成果展
　「大平由香理　波をつなぐ」

※公開制作期間中は、アーティストが会場内で滞在制作を行います。
　状況によって不在の場合がありますのでご了承ください。

▶問い合わせ　つなぎ美術館　☎ (61)2222

《芦北児童館》 《湯浦児童館》

　第１８回　平家いずみお茶まつり

広報あしきた　13 2023．5
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は
あ
り
ま
せ
ん
が
以
前
に
存
在
し
た

寺
院
が
地
名
と
な
っ
た
も
の
に
、
伊
徳
庵
や
古
東

泉
寺
（
大
字
花
岡
）、
長
傳
寺
（
大
字
田
川
）、
長

勝
院
（
大
字
田
浦
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
先
月
号

に
掲
載
し
た
お
神
田
（
大
字
田
浦
）
に
は
神
社
の

費
用
を
賄
う
田
、
神
社
の
領
地
と
い
う
意
味
が
あ

り
、
宮
田
（
大
字
田
浦
）
や
神
畑
（
大
字
国
見
）

も
同
様
の
意
味
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
信
仰
と
は
違
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
大
字
海

浦
の
鬼
塚
に
は
町
指
定
史
跡
の
鬼
塚
古
墳
が
あ
り

ま
す
。
鬼
の
字
は
中
国
で
は
「
魂
」
や
「
霊
」
を

表
す
言
葉
で
「
お
ん
」
と
も
読
み
、
隠
の
字
に
通

じ
ま
す
。
ま
た
、
土
を
盛
り
上
げ
て
作
っ
た
墓
を

「
塚
」
と
い
い
ま
す
。
鬼
塚
古
墳
は
現
在
、
封
土

（
墳
丘
の
土
）
が
流
出
し
て
石
室
が
剥
き
出
し
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
鬼
塚
と
い
う
地
名
は
、
遺
体

を
隠
し
魂
が
宿
る
場
所
で
あ
る
古
墳
が
存
在
す
る

土
地
で
あ
る
こ
と
を
的
確
に
表
現
し
て
い
ま
す
。

※
訂
正　
先
月
号
で
お
神
田
を
大
字
田
浦
町
と
し
て
い
ま
し

　
　
　
　
た
が
、
正
し
く
は
大
字
田
浦
の
誤
り
で
し
た
。

（
文
責　
芦
北
町
教
育
委
員
会　
深
川
裕
二
）

地
名
の
お
話
し 

❿

海浦にある鬼塚古墳

　
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
一
緒
に
考
え
ま
せ
ん
か

◦
対
象
者　
　
熊
本
県
内
（
熊
本
市
を
除
く
）
に
お
住
ま
い

　
　
　
　
　
　
の
概
ね
18
歳
以
上
の
本
人
や
家
族
な
ど

◦
期

日　
　
６
月
２
日
（
金
）、
12
月
１
日
（
金
）　　

◦
場

所　
　
水
俣
保
健
所（
水
俣
市
八
幡
町
３

−

２

−

７
）

◦
受
付
時
間　
月
・
火
・
木
曜
（
祝
日
除
く
）

　
　
　
　
　
　
９
時
〜
12
時
、
13
時
〜
15
時

＊
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
　
熊
本
県
ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
る
こ
こ

　
　
　
　
☎︎
０
９
６
（
３
８
６
）
１
１
７
７

ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
出
張
相
談
会

６
月
は
「
食
育
月
間
」
で
す

　
「
食
」
は
、
私
た
ち
が
生
き
て
い
く
う
え
で
欠
か
せ
な

い
命
の
源
で
す
。

　
熊
本
県
で
は
、
県
民
の
皆
様
が
健
や
か
に
、
そ
し
て
長

寿
を
楽
し
む
た
め
、
健
康
食
生
活
の
実
現
に
向
け
て
、
食

育
の
取
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
食
を
楽
し
む
こ
と
の
大
切
さ
や
バ
ラ
ン

ス
の
良
い
食
事
、
災
害
時
へ
の
備
え
な
ど
、
家
族
や
身
近

な
人
と
「
食
」
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

＊
問
い
合
わ
せ
先　

　
　
熊
本
県
健
康
づ
く
り
推
進
課

　
　
　
☎︎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
５
２

「
失
語
症
者
向
け
意
思
疎
通
支
援
者
養

成
講
習
会
」
の
受
講
者
募
集

　
熊
本
県
が
実
施
す
る
こ
の
講
習
会
は
、
失
語
症
の
人
が

地
域
の
一
員
と
し
て
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
失
語
症
の
症
状
や
対
応
方
法
を
理
解
し
た
上
で
、

日
常
に
お
け
る
会
話
の
支
援
や
外
出
場
面
で
の
サ
ポ
ー
ト

を
行
う
支
援
者
を
養
成
す
る
も
の
で
す
。

　
な
お
、
受
講
者
募
集
は
６
月
か
ら
開
始
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、　
熊
本
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

＊
問
い
合
わ
せ
先　

　
　
熊
本
県
障
が
い
者
支
援
課

　
　
　
☎︎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
３
５

「
ふ
る
さ
と
の
川
を
き
れ
い
に
し
た

い
！
」
を
応
援
し
ま
す

　
県
が
管
理
す
る
河
川
に
お
い
て
、
美
化
活
動
を
行
う
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

希
望
に
応
じ
て
、
軍
手
や
ご
み
袋
等
の
支
給
、
傷
害
保
険

の
加
入
、
ご
み
の
運
搬
・
処
分
な
ど
の
支
援
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
き
れ
い
な
川
を
保
つ
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、「
く
ま
も
と　
マ
イ・リ
バ
ー・サ
ポ
ー
ト
」

で
検
索
く
だ
さ
い
。

＊
問
い
合
わ
せ
先　

　
　
芦
北
地
域
振
興
局
土
木
部
維
持
管
理
調
整
課

　
　
　
☎
（
８
２
）
２
５
３
０

飼
い
主
の
い
な
い
猫
と
の
向
き
合
い
方

　
飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
対
し
て
間
違
っ
た
世
話
を
す
る

と
、
近
隣
の
生
活
環
境
悪
化
な
ど
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
餌
を
与
え
る
場
合
は
、
置
き
エ
サ
は
絶
対
に
や
め
、
飼

い
主
の
い
な
い
猫
を
こ
れ
以
上
増
や
さ
な
い
た
め
に
避
妊

去
勢
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
県
で
は
、
飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
対
す
る
避
妊
去
勢
手

術
費
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

＊
問
い
合
わ
せ
先　

　
　
芦
北
地
域
振
興
局
衛
生
環
境
課
（
水
俣
保
健
所
内
）　

　
　
　
☎
（
６
３
）
４
１
０
４

芦
北
短
歌
会

青
空
に
一
筋
の
雲
流
れ
ゆ
き
亡ち
　
ち父

と
ア
メ
リ
カ
の
旅
よ

ぎ
り
お
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
川　
勝
子

空
見
上
げ
若
葉
の
中
を
歩
み
ゆ
く
友
入
学
す
学
び
直
し

と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
門
寺　
真
弓

味
噌
汁
の
具
に
と
貰
い
し
初
ワ
ラ
ビ
昭
和
の
春
の
富と
み
に

懐
か
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
才
田　
明　

一
ヶ
月
早
め
に
買
い
し
母
の
日
の
青
い
ブ
ラ
ウ
ス
サ
イ

ズ
ぴ
っ
た
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
田
み
の
ぶ

籠
り
い
て
花
見
も
せ
ね
ど
テ
レ
ビ
画
に
牡
丹
・
紫
陽
花

早
や
夏
は
来
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
鳥
居　
静
子
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火事と救急は119番
芦北消防署　☎（82）4731

事件・事故は110番
芦北警察署　☎（82）3110安 安 心全

だより
安

芦北
　消防署

避 難 するときの 注 意 点

芦北
　警察署

災害から身を守るために
まもなく梅雨の時季

② 持出品は最小限に

　食べ物、飲み物、着替えなど、
３日分程度の生活用品をリュッ
クなどに入れて、準備しておきま
しょう。

① 正確な情報の入手

　停電時でも利用できる電池式
（充電式）のラジオやテレビ、携
帯電話などを活用し、正確な情
報を入手しましょう。

③ 予防的避難

　危険を感じた場合は、明るいう
ちからの早めの避難を心がけま
しょう。また、路面状況には十分
注意をしましょう。

｢ 火 を消して 不 安 を消して つ なぐ 未 来 」
　
消
防
庁
で
は
、家
庭
や
職
場
・地
域
に
お
け
る

防
火
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

一般
社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協
会
と
の
共
催

で
防
火
標
語
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
３
年
度
全
国
統一防
火
標
語
に
つ
い
て

は
、「
火
を
消
し
て 

不
安
を
消
し
て 

つ
な
ぐ
未

来
」に
決
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
標
語
は
、住
宅
防
火
対
策
等
を
推
進
す

る 

２
０
２
３ 

年
度
の
春
・
秋
の
全
国
火
災
予

防
運
動
等
で
防
火
標
語
と
し
て
活
用
さ
れ
る
ほ

か
、タ
レ
ン
ト
の
野
口
絵
子
さ
ん
が
モ
デ
ル
と
な

る
全
国
統
一
防
火
ポ
ス
タ
ー
な
ど
に
活
用
さ
れ

ま
す
。

　
芦
北
消
防
署
で
は
、各
事
業
所
に
対
し
て
画

像
の
ポ
ス
タ
ー
を
配
布
し
、防
火
・防
災
に
係
る

啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

全国統一防火標語決定

イベント・当番医カレンダー
5/26 金 ・3 〜 4 か月児健診

27 土

28 日
・百崎内科医院
・御立岬ビーチサッカーフェスティバル2023

29 月

30 火

31 水

6/1 木

2 金

3 土

4 日 ・六車医院

5 月

6 火

7 水

8 木

9 金 ・1 歳 6 か月児健診

10 土 ・あしきた港マルシェ ( 芦北漁協芦北支所 )

11 日 ・竹本医院

12 月 ・7 〜 8 か月児健診

13 火

14 水

15 木

16 金 ・3 歳児健診

17 土

18 日 ・芦北クリニック

19 月

20 火

R5.4.1 〜 4.30 受付分（敬称略）受付件数 3 件

※本町窓口に届け出た人で、承認を得た人を掲載しています。
　町外に提出した人で、掲載を希望する場合は、役場総務課
　秘書広報室までご連絡ください。

省吾
健志
光喜

　３. ３０

　４.　２

　４. １３

藤井　晴
は る き

己
嶋本　壮

そ う ま
馬

一本　萌
も あ

葵

　氏　　名　　  出生日　  性別　 保護者　　  区

男
男
女

向町
小田浦３
芦北

７７
９３
９０
８４
７９
８９
７２
９０
９１
９６
８７
７９
９５
８３
９０
９５
７８
８３

１００
８６
９０
９１
８９

宮崎
大川内東
小田浦６
國見
波多島
乙千屋
湯浦南�
大岩一
白岩
大野
新町
沖
乙千屋
計石西
海浦１
箙瀬
宮崎
米田
白木
田浦町２
小田浦５
市居原
豊岡

 　２.　８
 　３．３１
 　４． １
 　４． ４
 　４． ５
　 ４． ５
 　４． 7
 　４． ８
　 ４．１０
 　４．１１
 　４．１３
 　４. １４
 　４．１８

　 ４. １９
 　４. ２１
　 ４. ２２
　 ４. ２３
　 ４. ２４
　 ４. ２５
　 ４. ２７
　 ４. ２９
    ４. ２９
　 ４. ２９
　 

R5. ４.1 〜４. ３０受付分（敬称略）受付件数２７件

　 氏　　名          死亡日　      年齢　　　   区　

浦田　紀子
山下　輝子
砂川　次男
中村　智勝
浪本　光昭
古本　三喜
道木　サエ子
宮川　フミエ
中尾　スマ
溝上　基士
吉田　忠雄
松㟢　悦子
鶴内　トキ子
石村　石末
板﨑　タケ子
橋本　學
岡田　重光
大矢　薫
川添　妙子
前田　學
田畑　秀吉
松本　五男
出口　秀男

お誕生おめでとう

ご冥福をお祈りします

人 口　　　１５，５２６人　 （−４３）
男 　　　　７，３７１人　 （−２０）
女 　　　　８，１５５人　 （−２３）

65歳以上　　　　７，２１４人　 （−７ ）
世 帯 数　　　　６，９７６世帯（＋８）

人口のうごき（R5.5.1 現在）（　）内は前月比

今月の表紙　桐の花

　ノウゼンカズラ科のキリ属に分類される広葉樹で、奈良時代
から平安時代にかけて中国から日本に伝えられました。
　成木は8 ～15m にもなり、葉は直径20 ～25cm の広い卵型
をしています。春から初夏にかけて釣鐘型をした薄い紫色の上
品な花を枝先に咲かせます。（市野瀬地区で撮影）

【桐】ノウゼンカズラ科 キリ属
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／
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（
再

生
紙

使
用

）
   ２

０
２

3

  5
月

　N
o.219

発
行

日
／

令
和

5
年

5
月

24
日

発
　

行
／

芦
北

町
　

　
編

集
／

総
務

課
印

　
刷

／
（

資
）

秀
文

社
印

刷
所

月月 日日 曜日曜日 事　　業　　内　　容　　※（　）内は会場事　　業　　内　　容　　※（　）内は会場

55 2525 木木 町民スポーツ大会・グラウンド・ゴルフ大会町民スポーツ大会・グラウンド・ゴルフ大会（（岩崎グラウンド）岩崎グラウンド）

66

1111 日日 町民スポーツ大会・ゲートボール大会（湯浦運動公園）町民スポーツ大会・ゲートボール大会（湯浦運動公園）

1313 火火 星野富弘美術館　特別展①／季節の常設展『夏』星野富弘美術館　特別展①／季節の常設展『夏』

2525 日日 町民スポーツ大会・卓球大会（しろやまスカイドーム）町民スポーツ大会・卓球大会（しろやまスカイドーム）

77

22 日日
町民スポーツ大会・バドミントン大会（しろやまスカイドーム）町民スポーツ大会・バドミントン大会（しろやまスカイドーム）

町民スポーツ大会・クレー射撃大会（湯浦温泉射撃場）町民スポーツ大会・クレー射撃大会（湯浦温泉射撃場）

1616 日日 町民スポーツ大会・ソフトボール大会（地域間交流スポーツグラウンド）町民スポーツ大会・ソフトボール大会（地域間交流スポーツグラウンド）

2424 月月 スポーツフェスタ《新体力テスト》（しろやまスカイドーム）スポーツフェスタ《新体力テスト》（しろやまスカイドーム）

88

66 日日 町民スポーツ大会・水泳大会（町営温泉プール）町民スポーツ大会・水泳大会（町営温泉プール）

1313 日日 町民スポーツ大会・軟式野球大会（地域間交流スポーツグラウンド、湯浦運動公園）町民スポーツ大会・軟式野球大会（地域間交流スポーツグラウンド、湯浦運動公園）

19・2019・20 土・日土・日 第9回 藤井瑞希杯小学生バドミントン大会（しろやまスカイドーム・交流センター）第9回 藤井瑞希杯小学生バドミントン大会（しろやまスカイドーム・交流センター）

99

33 日日 町民スポーツ大会・ゴルフ大会（球磨カントリー倶楽部）町民スポーツ大会・ゴルフ大会（球磨カントリー倶楽部）

1010 日日 町民スポーツ大会・ビーチボールバレー大会（しろやまスカイドーム）町民スポーツ大会・ビーチボールバレー大会（しろやまスカイドーム）

16・17 16・17 
23・2423・24

土・日土・日 第 78 回熊本県民体育祭　菊池地域・山鹿大会（菊池市・山鹿市）第 78 回熊本県民体育祭　菊池地域・山鹿大会（菊池市・山鹿市）

2929 金金 星野富弘美術館　特別展②／季節の常設展『秋』星野富弘美術館　特別展②／季節の常設展『秋』

3030 土土 芦北町演能会（しろやまスカイドーム）芦北町演能会（しろやまスカイドーム）

1010
88 日日 町民スポーツ大会・陸上競技大会（地域間交流スポーツグラウンド）町民スポーツ大会・陸上競技大会（地域間交流スポーツグラウンド）

28・2928・29 土・日土・日 文化祭・文化講演会（しろやまスカイドーム）文化祭・文化講演会（しろやまスカイドーム）

1111
55 日日 町民スポーツ大会・バレーボール大会（しろやまスカイドーム・交流センター）町民スポーツ大会・バレーボール大会（しろやまスカイドーム・交流センター）

下旬下旬 大相撲尾上部屋芦北合宿（交流センター）大相撲尾上部屋芦北合宿（交流センター）

1212
11 金金 第 17 回星野富弘美術館詩画公募展詩画募集（〜１/31）第 17 回星野富弘美術館詩画公募展詩画募集（〜１/31）

1212 火火 星野富弘美術館　特別展③／季節の常設展『冬』星野富弘美術館　特別展③／季節の常設展『冬』

11
77 日日

第 74 回熊日三太郎駅伝競走大会（水俣市〜芦北町）第 74 回熊日三太郎駅伝競走大会（水俣市〜芦北町）

成人式（しろやまスカイドーム）成人式（しろやまスカイドーム）

2828 日日 第 41 回熊日郡市対抗女子駅伝大会（熊本市）41 回熊日郡市対抗女子駅伝大会（熊本市）

22 1111 日日 第 50 回郡市対抗熊日駅伝大会（天草市〜熊本市）第 50 回郡市対抗熊日駅伝大会（天草市〜熊本市）

33

22 土土 文化振興奨励賞・スポーツ賞表彰式（しろやまスカイドーム）文化振興奨励賞・スポーツ賞表彰式（しろやまスカイドーム）

1212 火火 星野富弘美術館「第 17 回詩画公募展入賞作品展」同時開催「春の展示」星野富弘美術館「第 17 回詩画公募展入賞作品展」同時開催「春の展示」

1616 土土 第 17 回星野富弘美術館詩画公募展表彰式第 17 回星野富弘美術館詩画公募展表彰式
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